
 

＜報道発表＞ 
Earth hacks 株式会社 

2023 年 10 ⽉ 26 ⽇ 
 

京都市と共創し、脱炭素社会に向けた活動をスタート 
Earth hacks が提供する⼆酸化炭素排出削減率を⽰したマーク「デカボスコア」 

市内業者の全３事業者で導⼊決定 
 

 

Earth hacks 株式会社（本社：東京都渋⾕区、代表取締役社⻑：関根澄⼈）は、
京都市と連携し、市内事業者が提供する環境に配慮した商品やサービスに CO2e*1
を従来の製品と⽐較し、削減率（%）を表⽰する「デカボスコア」*2を導⼊する運び
となったことをお知らせします。 
本取り組みは、京都市公式ホームページ「2050MAGAZINE」、当社のホームページ
などで発信していきます。 
 
Earth hacks 株式会社ホームページ：https://earth-hacks.jp/ 
京都市公式ホームページ 2050MAGAZINE：https://doyoukyoto2050.city.kyoto.lg.jp/ 
 

 

 
■「デカボスコア」導⼊背景 

京都市では、「京都発脱炭素ライフスタイル推進チーム〜２０５０京創ミーティング〜」*3の下、⼀⼈ひと
りの⽣活の中での選択を脱炭素につなげるプロジェクトを創出しています。「環境負荷の⾒える化プロジェク
ト」では、環境に配慮した商品やサービスの⼆酸化炭素排出量の削減効果を算出、表⽰することで、市⺠が脱
炭素に資する商品の選択や⾏動を促進することを⽬的としています。この度は本活動の⼀環としてデカボスコ
アの導⼊が決定しました。 
 

当社では、脱炭素社会の実現に向け、今後も多くの企業や⾃治体と共創し、⽣活者⼀⼈ひとりが主体とな
ってアクションができるように、さまざまな活動を強化していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*1 CO2e とは、CO2 相当量に換算した値のこと 
*2 デカボスコア：脱炭素化の意味の Decarbonization を使った名称 
*3 将来の京都を担う若者を中⼼とする市⺠、事業者及び学識者と共に、⼀⼈ひとりの市⺠の皆様が⾃分らしい脱炭素型のライフスタイルに転換してい
ただくための仕組みを作るチームとして、令和 3 年 9 ⽉に発⾜。2050 京創ミーティングでは、2050 年の京都にふさわしい脱炭素型のライフスタイル
を共有するとともに、我慢や⼼意気ではなく、⽇々の⽣活の中での選択が脱炭素につながるようなプロジェクトを、市⺠の皆様からも提案・参画いた
だきながら⽣み出していきます。 

https://earth-hacks.jp/
https://doyoukyoto2050.city.kyoto.lg.jp/


   

 
 

■デカボスコア算出商品について 
⑴  unbleached ⽻ぶとん レギュラー／株式会社イワタ 

          

                   
環境配慮の⼯夫点 
• 無漂⽩、無染⾊の⽣地及び⽻⽑を使⽤ 
• 再⽣エネルギー由来電⼒の使⽤ 
• 定期的なメンテナンスによる製品の⻑寿命化 
 
⑵  ⻄陣織ファブリックパネル／sampai（サンパイ） 

 
環境配慮の⼯夫点 
• 廃棄予定である⻄陣織の柄⾒本⽣地をアップサイクル活⽤ 
• 廃棄予定である家具の端材のアップサイクル活⽤ 
 

⑶ 和ろうそく／有限会社中村ローソク 

 



   

 
 

環境配慮の⼯夫点 
• 植物由来の原料のみを活⽤した製造⽅法 
• 使いきれなかった⾃社製品の回収及び再利⽤ 
 
 
 
■京都市 環境政策局地球温暖化対策室 エネルギー政策部⻑ 佐々⽊亮太よりコメント 
 京都市では「2050 京創ミーティング」の下、脱炭素が我慢ではなく、楽しさや⾯⽩さ、⽣活の豊かさにつ
ながるよう、持続可能なライフスタイルへの転換を進めています。このたび、⽣活の中での選択肢がどのよ
うに脱炭素につながるのか分かりやすくお⽰しするため、Earth hacks 株式会社と連携し、環境負荷を定量
的に発信できる「デカボスコア」を算出することになりました。市内事業者の皆様が培ってこられた伝統産
業や最先端の技術を活⽤した商品等を「デカボスコア」という新しい切り⼝で発信することで、環境に配慮
した商品・サービス等が広がることを期待しています。 
 

 
■Earth hacks 株式会社 代表取締役社⻑ 関根澄⼈よりコメント 
 Earth hacks は⽣活者⼀⼈ひとりの主体的なアクションによって、脱炭素社会を推進していくための⽣活
者共創型プラットフォームとして、「デカボスコア」の提供を含め様々なサービスを展開しております。今回
の京都市との取り組みでは京都ならではの伝統産業の事業者様だけではなく、各領域で新たなチャレンジを
している事業者様の環境への取り組みの貢献度の⾒える化を⽬的とし、デカボスコアを提供いたします。デ
カボスコアを通し、「京都発脱炭素ライフスタイル推進チーム〜２０５０京創ミーティング〜」の活動に貢献
してまいります。 
  



   

 
 

参考情報 
＜会社概要＞ 
・会社名：Earth hacks 株式会社 
・事業内容：環境に配慮した商品⼜はサービスの提供 
①CO2 排出削減量の計算/デカボスコア提供 
②マーケティング⽀援 
③EC運営・販売 
④⾒本市やイベント開催 
⑤新規共創⽀援 等 

・出資⽐率：三井物産 50%, 博報堂 50% 
・設⽴⽇：2023 年 5 ⽉ 16 ⽇    
 
＜代表取締役社⻑ CEO 関根澄⼈のプロフィール＞ 

Earth hacks 株式会社 代表取締役社⻑ CEO 関根澄⼈ 
東京⼯業⼤学⼤学院⽣命理⼯学研究科修了。細胞学を研究しながら、⽣物多様性や地球温
暖化など環境問題を伝えていくことを仕事にしたいと思い、博報堂に⼊社。⼊社後は様々
な企業のブランディングなどを担当し、博報堂従業員組合中央執⾏委員⻑を経て、2020
年 4⽉から 3 年間三井物産に出向。2023 年 5 ⽉より現職。 
 

 
＜共創型プラットフォーム「Earth hacks」について＞ 

「Earth hacks」は、Z世代をはじめとする脱炭素に関⼼がある⽅や、まだよく知らないという⽅にも脱炭
素に向けた活動を⾝近に感じてもらえるよう、⾃分の⽣活にも取り⼊れたいと思えるライフスタイルやエシ
カルな商品の情報を提供したり、⽣活者の声をもとに、脱炭素関連商品・サービスや事業の開発を⽬指す共
創型のプラットフォームです。 
CO2e を従来の製品と⽐較し、削減率（%）を表⽰するというユニークなアプローチ「デカボスコア」を

企業や団体に提供しています。「Earth hacks」サイト内ではデカボスコアと共に環境価値の⾼い商品を紹介
するなど、企業主体ではなく、Z世代をはじめとした⽣活者が楽しみながら脱炭素に貢献できる仕組みを提
供しています。また、実際のビジネス課題を通じて社会課題の解決を考え、企業と学⽣が共創するビジネス
コンテストプログラム「デカボチャレンジ」も実施し、企業と Z世代の脱炭素社会に資するビジネス共創を
促進する取り組みも⾏っています。他にも、⾏政・地⽅⾃治体に向けソリューションとして「Earth hacks 
for Local」の提供を開始しています。 
□ウェブサイト：https://earthhacks.jp/ 
□Instagramアカウント：https://www.instagram.com/earthhacks.jp/ 

https://earthhacks.jp/
https://www.instagram.com/earthhacks.jp/

